













































































































































残さない（No one will be left behind）」という、持続可能な学びを担保する概念への関心が
参考になるかもしれない。この理念は、2015年９月の国連サミットで採択された「持続可
能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された持続可能でよりよい世界を目指す国際
目標でもあり、発展途上国の他、先進国自身も取り組むユニバーサル（普遍的）でグロー
バルな課題でもある。SDGs（Sustainable Development Goals）には、包括的な17の目標が
設定されており、目標４（教育）には、すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確
保し、生涯学習の機会を促進することが掲げられている。
日本語教育において、日本が取り残されないためには、海外の動向に関心を払いなが
ら、現状の課題を常に振り返る作業が求められる。
注
1　出典　日本経済新聞「揺らぐ「学びの保障」　デジタル対応、世界に20年遅れ：教育改革　危機
が促す」2020年７月７日
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